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ポルミート
「ヨーロッパのように、日本にも毎日食卓に

ソーセージが並ぶ食習慣を定着させたい」と

いう思いからスタートした、一人のポーランド

人の挑戦。それはいつしか地域と地場産業に

笑顔をもらたす、希望のブランドとなりました。
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　のどかな田園風景が広がる大仙市堀
見内。一際目立つえんじ色の建物の扉
を開けると、その人は「遠いところ、
ご苦労さまだす。今日はさびっすな～」
と流ちょうな秋田弁、人懐っこい笑顔
で迎えてくれました。
　ポーランド生まれのタベルスキ・マ
イケルさん。今年で36歳。今から
10数年前、当時、テレビ局のリポーター
をしていた本県出身の奥さまとの出
会いがきっかけで、日本へ移住してき
ました。
　「愛する妻に懇願されたら、イヤと
は言えませんよね（笑）。それまでは
日本へ移り住むことなど考えたこと 
もなかったし、言葉も分からず、土
地に関する知識もほとんど持ってい
ませんでしたが、何となく運命に導
かれている気がして。以来、人との
出会いに恵まれ、いろいろな場面で
助けられ、自分の会社を持つまでに
なりました」

　マイケルさんが代表を務めるのは、
株式会社I M I（アイエムアイ）。「ポル
ミート」のブランド名で、ソーセージ
を製造・販売する会社です。納入先は、
地域に根ざしたスーパーが中心。低価
格帯商品で勝負するところに、マイケル
さんのこだわりがあります。

　「秋田は人だけでなく、豊かな自然
環境が生み出す食材も本当に素晴ら
しいです。しかしながら県内の食肉業
界では、後継者不足が年々深刻になっ
ています。自分の代で廃業を考えてい
る経営者も少なくないと聞きます。だ
から私は、この状況を好転させるきっ
かけを作りたいんです」
　一般の消費者が毎日数多く訪れる
スーパーで、売れる商品を作る。販売
エリアを秋田から東北、東日本、全国
へと広げていく。「肉は秋田！」と言
われるような流れを創出する。これが
マイケルさんの見据えるホップ、ス
テップ、ジャンプ。「新たな雇用を生
み出し、食肉産業に携わる人々の所得
を上げることにつながるのなら、自分
がこれまで蓄積してきたあらゆるノ
ウハウの提供も辞さない」と、マイケ
ルさんは熱っぽく語ります。

　そんなマイケルさんの作るソー
セージは、＂毎朝食卓に並べられても
飽きがこない＂ というのが基本コンセ
プト。増量剤や添加物に頼ることな
く、厳選した材料と本場仕込みの工程
で作られた商品は、「子どもにも安心
して食べさせられる」「この値段でこ
の味なら毎日使いたい」と、消費者の
間でも評判です。
　昨年 12 月には、全ての工程におい
て危害要因を科学的根拠に基づき
管理する国際的な衛生基準である
HACCP（ハサップ）を導入。より一
層安全かつ質の高い商品づくりに取
り組むことで、社員の意識も高まり、
個々の主体性が増しているようです。

　「正直、もう私は必要ないかもしれ
ません（笑）。そう思えるくらい頼も
しく成長してくれた社員たちと一緒
に、10年以内に全国のスーパーに品
物を卸すメーカーになるという目標
に向けて、これからも頑張ります」
　地域と地場産業に希望の光をとも
す、マイケルさんの今後の動向に注目
です。

タベルスキ・マイケル、
ポーランドから来ました
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プレミアムも作りますが、
主軸はスーパー向けです

ダシで味付けする日本人の
味覚に合わせました

直売所を併設する本社工場には、毎日地元
の方 が々ソーセージを求め訪れる 

1日300キロだった生産量も今や1日5トン
に拡大。今年はさらに増える見通し  

主力商品の一つ「ホワイト」は、10本（160
グラム）入りで税込398円
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厳選した材料と本場仕込みの工程で
作られるソーセージ

食べるの大好き、タベルスキ。だから、おいしいものしか作りません。

パリッッ！

パリッッ！！

ジューシ
ー！！！

株式会社 IM I　代表取締役

タベルスキ・マイケル氏

ソーセージの薫製にはサクラチップを使用　 　社員の中には同郷の起業家のチャレンジを応援したいと、和歌山県から単身赴任してきたポーランド出身の女性も

食卓と地域に
笑顔を
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澁谷　図書館の真ん前という立地、
いつ来てもいいですね。
児玉　正確には真裏ですけどね（笑）。
僕もこの場所で店を始めた時、図書館
で本を借りた人が集まるコーヒー屋に
なればいいなと思っていました。実際
そういう使い方をされる方が最近増え
てきて、とてもうれしく思っています。
澁谷　児玉さんは、いつ頃から本を読
むようになったんですか？
児玉　自分はずっとラグビーをやって
て、一般の社会とは少し離れた世界で
生きてきました。それがある時、競技
生活を終えた後の人生を考えるタイミ
ングがあって。ラグビー選手は引退後、
現役時代にお世話になった企業に就職
するケースが多いのですが、自分はま
ず世の中の人が考えていることや、セ
カンドキャリアとして実現可能なもの
に、どんなものがあるかを探ってから

判断しようと。その頃からですね、本を
読むようになったのは。 澁谷さんは？
澁谷　普段そんなに多くの本を読んで
いるわけではないですが、仕事柄から
か、気付けばいろいろなジャンルの本
を読む環境ではありましたね。
児玉　澁谷さんは読む方だけでなく、
作る方にもたくさん関わっていますね。
澁谷　その中でも「のんびり」※は特別
で、人に言葉を伝えることの難しさ
や楽しさを教えてくれた大切な本で
す。自分はデザイナーとして制作の
現場に関わらせてもらったのですが、
発刊後、一読者として何度読んでも、
また感動してしまうのが「のんびり」
という本なんです。
児玉　取材陣の現地での驚きや喜び
が、丁寧な言葉でつづられているから
じゃないですか？
澁谷　そうですね。「のんびり」のデ

ザインの現場では、読者が本を読みな
がら一緒に旅をする " ロードムービー "
のような誌面作りを心掛けていまし
た。そういった想いが、丁寧な言葉や
臨場感のある写真を通して読者の方々
に伝わり、リアルな空気感や情景を想
像させていたのかなと思います。
児玉　読書の醍醐味（だいごみ）です
よね。でもたまに、読んだ時点で全然頭
に入ってこない本とかがあるでしょう？
澁谷　もちろんありますね。でも一方
で、ずっと昔に読んだ本を久しぶりに
読み返してみると、以前は理解できて
いなかった内容が、ある日突然、スト
ンッと自分の中に納得して入ってくる
ことがあるんですよね。
児玉　分かります。自分が人生でいろ

今日も本のそばで。

本に触れた時間は、
言葉や表現の幅を広げてくれる（児玉）

元ラガーマンのコーヒー屋店主。世の中に新しいクリエイティブを発信するデザイナー。
いつも本に親しんでいる二人が、その魅力について語り合いました。
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08COFFEE　店主 澁谷デザイン事務所　代表

児玉和也さん × 澁谷和之さん対 談
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県民の皆さまから、ご家庭で眠っていた絵本や児童
書を寄贈していただき、希望する保育所などに文庫
を設置して、子どもたちが本に親しむ環境づくりを進
めています。

寄贈する絵本は、県立図書館、各市町村図書館・
　 公民館図書室にお持ち込みください。

子どもたちに読書の楽しさを

読んだッチ・リレー文庫
住民が身近な場所で読書に親しめる環境づくりを進
めるため、地域の企業や民間団体と市町村が連携
して行う図書コーナーなどの設置を支援しています。

平成２９年度 取り組み事例
・スーパーや地域のコミュニティスペース、　診療所
　などへの図書コーナーの設置
・企業が図書館と連携して行う読書推進活動資料の整備

読書活動推進パートナー
事業所認定証贈呈式

（スーパーセンターアマノ井川店）

リレー文庫の設置希望・寄贈は、
随時受け付けしています。

表彰式の様子

第４回受賞作品集

図書館で本の貸し出しをする
ブラウブリッツ秋田の

マスコットキャラクター"ブラウゴン"

プロスポーツクラブなどと連携し、スポーツの持つア
クティブなイメージや情報発信力を生かして、本や
読書についてＰＲすることにより、幅広い世代の県
民の皆さまに関心を持ってもらえるよう取り組んでい
ます。

「県民読書の日」にちなんだイベント「ふるさとの
文学と読書のつどい2017 in 横手」を昨年10
月下旬に開催しました。当日は「ふるさと秋田文学
賞」表彰式のほか、高校生による作品朗読、本
にゆかりのあるゲストを招いた座談会、ブックフェア
が行われ、会場は大勢の人でにぎわいました。

秋田県は県民運動として読書活動の推進に取り組んでいます！

一冊の本を読み終えたように余韻が残る対談でした。
この春、あなたも本のある暮らしを楽しんでみませんか？

企業や団体を読書推進のパートナーに

あの選手の愛読書は？ 毎年11月1日は「県民読書の日」

読書活動推進パートナー支援事業

プロスポーツ等連携読書推進事業 ふるさとの文学と読書のつどい

いろな経験を積むことで、理解できる
ようになったり、時には作品の印象が
ガラッと変わったり。
澁谷　昔の自分が分からなかったペー
ジを理解できるようになったというこ
とは、きっと自分が成長できたという
ことで、本って、もしかしたら自分の
" ものさし " みたいな存在にもなるか
もしれませんね。

児玉　本に触れた時間は言葉や表現の
幅を広げてくれるから、メニューの紹
介文を作る際にも役立っている気がし
ます。これからも読書を自分のライフ
スタイルに組み込んでいたいですね。
澁谷　最近はネット環境の変化や電子
書籍の普及などの影響もあってか、本
を手に取って読むという機会が減って
きているようですが、本って「読みな
さい」と誰かに言われて読むものでは
ないし。何か読書への素直な入り口が
あればいいのになあって思いますね。

児玉　最近、" 絵本 " と " デザイン "
をテーマとした活動をされているんで
すよね？
澁谷　そうなんです。" 絵本 " ってどう
しても子どもを対象とした本と捉えが
ちですが、本当は大人になるほど感じ
られる本だと思うんです。もっと一杯
のコーヒーやお茶を飲むように、絵本
を日常的に読むことが、本に親しむ入
り口にもなるのではないかと思います。

一杯のコーヒーやお茶を飲むように絵本を
日常的に読むことが、本に親しむ入り口になる（澁谷）

※ 平成 24年度から27年度に発行された県の
　  フリーマガジン（全16号）

秋田の自然、人物、文化、風土などをテーマとした
小説や随筆、紀行文を県内外に広く募集し、ふるさ
と秋田を描いた文学作品集を刊行しています。多く
の方に秋田への愛着を深めていただくとともに、読
書に親しむ機運を高めることをねらいとしています。

募集期間　毎年４～７月

今年度も力作ぞろい！

ふるさと秋田文学賞

Twitterはじめました  @akita_dokusho
本のある暮らしや愛読書のある豊かさを、県内外の話題とともに発信中。
ぜひフォローしてください。

お問い合わせ先

県総合政策課 018(860)1216

対談を終えて
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※お酒は20歳になってから。飲酒運転は法律で禁止されています。
　妊娠中や授乳期の飲酒は、胎児・乳児の発育に悪影響を与えるおそれがあります。お酒は楽しく適量で。

おも

世界的に人気が高まっている地ビール。秋田にもファンの注目を集める銘柄が増えてきました。上段
左から羽後麦

ばくしゅ

酒︵GA001︶､五城目ラズファクトリー︵RAZMAN ラズベリースタウト︶､下段左から田
沢湖ビール︵アルト︶､秋田あくらビール︵秋田美人のビール︶､田沢湖 湖畔の杜ビール︵味わい天空︶

ら


